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　昨年度 2 連覇を果たしたイケダ㈱は、今年もフレッシュな戦力が
中心で、甲子園経験者も在籍する実力派チームだ。決勝戦は富士フイ
ルムビジネスイノベーションジャパン㈱（以下、FBJ）広島支社との
対戦となり、試合は逆転に次ぐ逆転の緊迫した展開となった。勝負を
決めたのは、4 番・福原彬高内野手の一打である。最終七回、FBJ が
一点リードで迎えたイケダ㈱の攻撃は、二死二・三塁の場面でこの日
2 安打の福原に打順が回った。ベンチが固唾をのんで見守る中、福原
は期待に応え、見事な二塁打で逆転に成功した。イケダ㈱は劣勢でも
粘り強く戦い抜き、最後に集中力を発揮して逆転勝利を収め 3 年連
続の優勝をつかみ取った。なお、この大会はデイリースポーツ杯も兼
ねており、今年も大会結果が紙面に大きく掲載され、印刷業界のスポー
ツ活動として注目を集めた。イケダ㈱の 3 連覇という快挙で幕を閉
じた第 69 回大会。来年も各チームの健闘と新たなドラマが期待され
る。
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「第 69 回広島県印刷優勝野球大会」 イケダ㈱が３連覇！！
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令和 8 年度　　通 常 総 会
　皆さま、本日はご多忙の中、広島

県印刷工業組合令和 8 年度通常総会

にご出席を賜り、誠にありがとうご

ざいます。また、日頃より組合活動

に対しまして、格別なるご理解とご協力をいただき心

より御礼申し上げます。

　現在、日本経済は、原材料費やエネルギー価格の高

止まりや人手不足、さらには社会構造の変化など、多

くの課題を抱えております。

　私たち印刷業界においても、デジタル化の進展や市

場環境の変化の中で、その役割や存在価値が改めて問

われる時代を迎えています。

　しかしながら、印刷には、人の想いや情報を正確に

伝え、形として残し、信頼へとつなげる力があります。

また、企画・編集・デザインなどを通じて、人と人、

地域と社会を結びつける重要な役割を果たしてまいり

ました。

　本年度、広島県印刷工業組合では、「印刷の価値を再

認識」を基本方針に掲げました。これは、私たち自身

が印刷の持つ力や可能性を改めて見つめ直し、価格競

争ではなく、価値を共に創り出す「価値協創」へと歩

みを進めていこうという思いを込めたものです。

　その中で、組合の意義として大切にしているのが、「連

帯・共済・対外窓口」という役割です。組合は、組合

員同士が連携し支え合う場であり、業界全体の課題に

取り組み、行政や関係機関との橋渡しを行う存在でも

あります。そして今、業界を取り巻く環境が大きく変

化する中で、「自助・共助・公助」の三つの力がこれま

で以上に重要になっていると感じています。

　特に本年度は、適正な価格転嫁と取引環境の改善へ

の対応を重要な課題として取り組んでまいります。印

刷の価値を正しく理解していただき、その価値に見合っ

た適正な価格で取引を行うことは、企業経営の安定だ

けでなく、人材確保や賃上げ、さらには地域経済の活

性化にもつながる重要な取り組みです。

　価格競争だけでは、業界全体の未来を守ることはで

きません。だからこそ、組合員が歩調を合わせ、印刷

の価値を社会へ伝えながら、みんなで適正価格の実現

に取り組んでいくことが必要であると考えております。

　広島県印刷工業組合は、これからも組合員企業が地

域社会から信頼され、必要とされ続ける存在となれる

よう、積極的に事業活動を展開してまいります。みな

さまの組合へのご理解ご協力の程、何とぞよろしくお

願い申し上げ、挨拶とさせていただきます。

　本日はどうぞよろしくお願いいたします。

中本俊之理事長開会挨拶

重本監事

田尾議長

　広島県工組の令和８年度通常総会が、５月２０日 ( 水 )
午後４時から、リーガロイヤルホテル広島で組合員７９
名（うち委任状４５名）が出席し開催された。
 
　三次事務局長の司会で始まり、はじめに中本俊之理事
長が挨拶を行った。
　続いて、田尾直也副理事長が議長に選任され、本総会
の出席者が委任状を含め、組合員の過半数出席により総
会は成立したことを宣言し議事に入った。
 
【議　事】
第１号議案
　令和７年度事業報告承認の件
第２号議案
　令和７年度決算報告並びに剰余金
　処分 ( 案 ) 承認の件
　　議長は、第１号議案、第２号議案について、一括上
　程し事務局に説明させた後、会計監査報告を重本正樹
　監事に報告させた。これの承認について議場に諮り、　
　全員異議なく承認された。
第３号議案
　令和８年度事業計画 ( 案 ) の件
第４号議案
　令和８年度収支予算 ( 案 ) の件
第５号議案
　組合借入金の最高限度額並びに
　一組合員に対する
　貸付最高限度額 ( 案 ) の件
　　議長は、第３号議案、第４号議案、第５号議案につ
　いて一括上程し事務局に説明させた後、議場に諮り、　
　全員異議なく承認された。

第６号議案
　役員の任期満了に伴う役員改選の件
　本日総会終了をもって現在の役員の任期が終了するた
め、8・9 年度の２年間の役員改選の必要があることの説
明があり、選考委員により役員候補者が推薦され、議場
に諮り、全員異議なく承認された。
　また新役員による第１回拡大理事会により理事長・副
理事長・常任理事が選任された。
　最後に宇都宮公徳新理事長の挨拶があり、総会の議案
全てを終了したので、議長は閉会を宣した。
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　このたび、広島県印刷工業組合の
理事長を拝命いたしました宇都宮公
徳でございます。 理事長になったか
らといって急に何かが大きく変わるわ
けではございませんが、中本前理事長が大切にされて
きた思いをしっかりと受け継ぎ、組合員の皆さまのお
役に立てる組合づくりに力を尽くしてまいります。

宇都宮公徳新理事長の
　　　　　　　　就任挨拶

　総会終了後、長年にわたり本組合の発展に寄与され
た退任役員の皆様に対し、感謝状の贈呈式が厳粛に執
り行われた。会場には多くの組合員が参集し、これま
で組合運営の中核を担ってこられた方々の功績を称え
るべく、温かい拍手が送られた。
　㈱中本本店　　　　　　　　　中本　俊之　様
　㈱ユニバーサルポスト　　　　喜瀬　　清　様
　イチカワ印刷㈱　　　　　　　市川　哲也　様
　当田印刷㈱　　　　　　　　　当田　信幸　様
　組合事務局長　　　　　　　　西村　純男　様
＜ご欠席者＞
　㈲広島入力情報処理センター　玉野　佳子　様
　㈱ Taisei　　　　　　　　　　吉岡ゆかり　様
　㈱アドプレックス　　　　　　隅川　通治　様

退任役員への感謝状贈呈式を挙行

　総会終了後、関連業界の皆様にもご参加いただき、
54 人が参加し、懇親会が盛大に開催された。会場には
和やかな雰囲気が広がり、組合関係者と来賓が一堂に
会して交流を深める貴重な機会となった。
　開会にあたり、司会進行は宮﨑副理事長が務め、ま
ず中本前理事長よりご挨拶があった。長年にわたり組
合を牽引してこられた前理事長の言葉には、これまで
の歩みを振り返る温かさと、今後の組合への期待が込
められていた。
　続いて、宇都宮公徳新理事長より就任の挨拶が述べ
られ、新体制のもとでの組合運営に向けた決意が示さ
れた。その後、新たに選任された役員が登壇し、それ
ぞれが抱負を述べ、参加者からは大きな拍手が送られた。

広島県印刷工業組合並びに関連業界　懇親会

　また、新たに理事・役員に就任された皆さまとともに、
楽しく前向きに活動できる組合、そして組合員企業が
元気になり、地域をさらに盛り上げていける組合を目
指してまいります。
　私一人では何も成し遂げることはできません。組合
員の皆さまのお力添えがあってこそ、組合としての歩
みが進んでいくものと考えております。どうか今後と
も温かいご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。

　式では、中本前理事長より退任役員一名ずつに感謝
状が手渡され、最後に宇都宮新理事長から中本前理事
長に感謝状が手渡され、退任役員の長年の功労に対し
改めて深い謝意が述べられ、会場全体が大きな拍手に
包まれる中、贈呈式は滞りなく終了した。

　乾杯の発声は小田副理事長が務め、懇親会は和やか
に進行した。会場では、組合員同士や関連業界の方々

宮﨑副理事長 中本前理事長 宇都宮新理事長 児玉機材協理事長

新役員の皆さん

が活発に意見を交わし、今後の業界発展に
向けた交流の場として大いに盛り上がりを
見せた。
　終盤には、機材協の児玉勝治理事長が登
壇し、三本締めを行って会を締めくくった。
力強い締めの手拍子とともに、参加者全員
が気持ちをひとつにし、懇親会は盛況のう
ちに閉会した。
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宇都宮　公徳

自己紹介と抱負

株式会社ユニックス　代表取締役

広島県印刷工業組合

【新役員紹介】

　この度　広島県印刷工業組合の理事長を仰せつかり
ましたユニックスの宇都宮です。
　会員の皆さまには、日頃から組合活動にご協力頂き
まして厚く御礼申し上げます。
　まずは簡単に自己紹介から、昭和 45 年生まれで今年
56 歳になる予定です。広島県呉市広町で生まれ、半年
で父（五郎）の仕事（東洋工業）の関係で、デトロイト（米）
に 4 年間おりました。当時は英語を話していたらしい
のですが、残念なことに日本に戻ってからの記憶しか
ありません。呉の三津田高校を卒業後、上智大学理工
学部化学課を卒業しました。卒業後、日本製紙に勤め
させて頂いていたのですが、1 年半で辞めることとなり
ました。平成 6 年の 10 月から、今のユニックスに勤
め始め、約 2 ～ 3 年おきに（広島）―（セイコー）―

（呉）―（東京）―（呉）―（郷原）と勤務先が変わり、
平成 20 年 11 月に代表取締役社長になりました。平成
23 年 11 月に広島のユニックスの代表取締役社長にな
り、平成 25 年 2 月にセイコービジネスの代表取締役
社長になっております。仕事の思い出としてはいろい
ろありますが、社員が辞めることが決まったとき、い
ろいろと話をしてくれた事が、その時その時で一番印
象に残っております。
　趣味は、ゴルフということになっております。平均
が１００点で１日同伴競技者と楽しく廻れるのが、目
標としています。お酒もそこそこ楽しみますが、遅く
まで飲むのが苦手としております。
　印刷工業組合は、いつ頃から青年部の活動を始めた
のか記憶があいまいなのですが、青年部会長として全
青協に出たのが、平成 20 年が初めてでした。その後、
後２回　計６年間も全青協で勉強をさせて頂きました。
その当時のメンバーとは、非常に仲良くさせて頂いて
おります。青年部会長時代、当時の理事長から青年部
会長も組合の理事メンバーにというお声掛けを頂き早

くから引き揚げて頂いておりましたので、組合メンバー
とも沢山交流をもつことができ、理事 4 年、常任 10 年、
副理事長 4 年を経て、今年度から理事長職に就かせて
頂きます。
　何をすれば良いのか？何をしていかなければいけな
いのか、考えれば考えるほどまとまりません。抱負と
聞かれましても、自分の能力以上には、動けない事は
自覚ができているつもりです。今までも、周りの皆さ
まに助けて頂きつつ、先輩方のアドバイスを受けるこ
とによって、物事が進んでいきました。副理事長をは
じめ優秀なメンバーに廻りを固めて頂いておりますの
で、組合会員の為になり、印刷業をはじめとして関連
の業界が、栄えるよう思いだけは、高く設定して。自
分なりに取り組んでまいります。
　基本としては、人と人との付き合い（会って話をする）
を大事にしていきますので、よろしくお願い申し上げ
ます。

理事長
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大阪支店　大阪府東大阪市高井田中1-4-10　〒577-0065　   TEL06-4308-8860

小田　芳正

地域と世代をつなぎ、
　　業界の未来を一緒につくるために

【新役員紹介】

　このたび、広島印刷工業組合の副理事長を務めさせ
ていただくことになりました、福山エビス印刷株式会
社の小田です。昭和５１年生まれ今年でちょうど５０
歳になります。私は高校までは福山、専門学校で広島・
東京に行き２４歳の時に帰りそこからずっと福山で印
刷業に身を置いています。考えれば人生の半分以上を
印刷に携わる人生になっています。
　歴史ある本組合でこのような役割を担うことになり、
身が引き締まる思いと同時に、これまで組合を支えて
こられた先輩方への感謝の気持ちでいっぱいです。私
は常任理事として、そして青年部の特別会員（OB 会員）
として活動してきましたが、これまでの経験を生かし
ながら、組合の皆さまと一緒に前へ進んでいきたいと
思っています。
　私が働く福山エリアは、広島市内とは少し違った地
域性があります。同じ印刷業でも、求められるものや
感じる課題が微妙に異なることもあります。だからこ
そ、福山からの視点を組合に持ち込むことで、広島県
全体の印刷業界をより広い角度から見つめることがで
きるのではないかと考えています。地域の違いをプラ
スに変え、県内全体の印刷産業が元気になるような取
り組みに力を入れていきたいです。
　近年、印刷業界を取り巻く環境は大きく変わってき
ました。デジタル化の進展、紙媒体の需要減少、働き
方の多様化、そして人口減少による人手不足など、私
たちが向き合う課題は決して少なくありません。従来
のやり方だけでは対応しきれない場面も増えています。
しかしその一方で、地域に根ざした印刷物の価値が見
直されたり、少量多品種や高付加価値の仕事が増えた
りと、印刷業ならではの強みが活かせる場面も広がっ
ています。変化が大きい時代だからこそ、私たちの技
術や提案力がより求められていると感じています。
　役員として、まず大切にしたいのは組合員の皆さま

の声をしっかり受け止めることです。現場で働く皆さ
まの声こそが、組合運営の一番のヒントであり、未来
をつくる力だと思っています。「ここを改善してほしい」

「こんなことに困っている」「こうしたらもっと良くな
るのでは」など、どんな声も組合にとって大切な財産
です。気軽に意見を届けてもらえるような雰囲気づく
りを心がけ、その声をしっかり組合運営に反映してい
きたいと考えています。
　また、これからの組合には新しい価値を生み出す力が
必要だと感じています。デジタル技術を使った情報共
有の効率化や、オンラインでの学びの場づくり、若い
世代が参加しやすい活動の企画など、組合活動の幅を
広げる取り組みが求められています。若い世代が組合
に興味を持ち、業界の未来を担う存在として育ってい
くための仕組みづくりにも力を入れていきたいと思っ
ています。
　さらに、働き方が多様化する中で、育児や介護と仕
事の両立支援、キャリア形成のサポート、メンタルヘ
ルスへの配慮など、組合が果たす役割は広がっていま
す。組合員の皆さまが安心して働き続けられる環境を
整えることは、業界全体の活力にもつながります。役
員として、現場の声を丁寧に拾い上げながら、実際に
役立つ取り組みを進めていく決意です。
　最後に、私は新役員として、「地域と世代をつなぎ、
業界の未来を一緒につくる存在」でありたいと思って
います。広島と福山、ベテランと若手、紙とデジタル——
さまざまな価値観や視点をつなぎ合わせることで、印
刷業界にはまだまだ大きな可能性があります。組合員
の皆さまと力を合わせ、広島県の印刷産業がこれから
も地域に貢献し続けられるよう、全力で取り組んでま
いります。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

福山エビス印刷株式会社　代表取締役

広島県印刷工業組合
副理事長
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【第 69 回 広島県印刷優勝野球大会】
イケダ㈱が３連覇！

富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱（以下 FBJ と記載）広島支社が準優勝！
中国新聞印刷㈱、㈱アドプレックスは３位

　第 69 回広島県印刷優勝野球大会（主催／広島県印
刷工業組合）は、5 月 10 日（日）太田川河川敷八木
グランド、17 日（日）草津公園野球場にて開催され、
今年は 9 チームが参加した。長い歴史を持つ本大会は、
印刷業界の親睦と健康増進を目的に毎年行われており、
今年も各社の代表選手が集い、白熱した試合が繰り広
げられた。
　初日は、最高気温 24.7℃・最低 11.8℃と、朝はや
や肌寒さが残ったものの、日中は爽やかな陽気となっ
た。太田川河川敷には心地よい風が吹き、選手にとっ
ても観戦者にとっても理想的なコンディションで大会
がスタートした。
　午前 8 時 30 分より開会式が行われ、花田運営委員
長の開会宣言に続き、中本大会会長、児玉大会顧問が
挨拶。FBJ 広島支社・神出知幸選手による力強い選手
宣誓の後、中本大会会長の始球式で試合が開始された。
  今年は 9 チームが３つのグループに分かれ、リーグ
方式を戦い、勝数、得失点差、総得点数等で順位を決め、
上位４チームが二日目のトーナメント戦に進むという
ルールで行われた。

花田運営委員長 中本大会会長 児玉大会顧問

大会運営スタッフの皆さん

優勝旗返還　奥田政宏さん

  閉会にあたり、田尾副理事長より
大会講評が述べられた。決勝戦は、
イケダと FBJ 広島支社が逆転に次ぐ
逆転を繰り返す白熱の展開となり、
会場全体が大きな興奮に包まれた。
また、本大会が 2 日間を通して安全
かつ円滑に進行できたのは、運営ス

タッフの皆様の的確な準備とサポートによるものであ
る。会場設営、試合進行、審判、記録、救護体制など、
多岐にわたる業務を支えていただいたおかげで、選手
は競技に集中し、観戦者も安心して試合を楽しむこと
ができた。全チームの健闘と運営スタッフへの感謝を
述べ、大会は盛況のうちに締めくくられた。

選手宣誓　神出知幸さん

田尾副理事長

中本大会会長による始球式

広島洋紙

中本本店

瀬戸内海印刷

組合連合



（7）　第 479 号令和 8年 7月 1日 い ん さ つ 広 島

中国新聞印刷 アドプレックス

ＦＢＪ広島支社

▽優　勝　　　　　イケダ㈱　B チーム
▽準優勝　　　　　富士フイルムビジネス
　　　　　　　　　イノベーションジャパン㈱広島支社
▽優勝監督賞　　　渡辺　眞悟（イケダ）
▽最高殊勲選手賞　福原　彬高　( イケダ )　
▽最優秀選手賞　　吉田　海人　( イケダ )　
▽優秀選手賞　　　田中　　徹（FBJ 広島支社）
▽敢闘選手賞　　　浜本　千勝（中国新聞印刷）
　　　　　　　　　品川　信明（アドプレックス）

優勝監督賞 最高殊勲選手賞 最優秀選手賞 優秀選手賞 敢闘選手賞 敢闘選手賞

準決勝
第1試合 1 2 3 4
FBJ 広島

FBJ 広島
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中国新聞印刷 0 0 0 4
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第2試合 1 2 3 4
イケダ　B 3 0 0 0
アドプレックス 0 0 0 0
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決　勝

・予選リーグ

Aグループ 1 中本本店 2 FBJ広島 3 イケダB 勝数 負数 総得点 総失点 差 順位

1 中本本店 3 - 23 0 - 21 0 2 3 44 -39 3

2 FBJ広島 23 - 3 9 - 11 1 1 32 14 18 ②

3 イケダ B 21 - 0 11 - 9 2 0 32 9 23 ①

Ｂグループ 4 中国新聞印刷 5 イケダA 6 組合連合 勝数 負数 総得点 総失点 差 順位

4 中国新聞印刷 3 - 1 11 - 6 2 0 14 7 7 ①

5 イケダA 1 - 3 3 - 8 0 2 4 11 -7 3

6 組合連合 6 - 11 8 - 3 1 1 14 14 0 2

Ｃグループ 7 8 瀬戸内海印刷 9 広島洋紙 勝数 負数 総得点 総失点 差 順位

7 アドプレックス

アドプレックス

8 - 5 13 - 5 2 0 21 10 11 ①

8 瀬戸内海印刷 5 - 8 18 - 3 1 1 23 11 12 2

9 広島洋紙 5 - 13 3 - 18 0 2 8 31 -23 3
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事務局だより
◎ 組合のうごき

　備後支部の 5 月例会として「釣り＆懇親例会」を開
催した。昨年は 7 月に実施したが、
近年の猛暑を考慮し、より快適に
楽しめる時期として 5 月へ変更し
たもので、備後支部価値組委員会
としては 3 回目となる「釣り」例
会である。今回も、モンデン化成
・田頭社長に企画から当日の運営
まで多大なるご協力をいただいた。
　参加メンバーの中には、毎週の
　　　　　　　　　　　ように釣りに出かける方もい
　　　　　　　　　　　れば、これまで一度も釣りを
　　　　　　　　　　　したことのない初心者もいる。
　　　　　　　　　　　昨年の例会が大変好評であっ
　　　　　　　　　　　たことから、エピソードを聞
　　　　　　　　　　　いて興味を持ち、今回初めて
　　　　　　　　　　　参加した初心者も多かった。
　　　　　　　　　　　そうした幅広い参加者が楽し
　　　　　　　　　　　めるよう、田頭社長を中心に
　　　　　　　　　　　「未経験者でも安心して参加で
きる釣り大会」として企画され、備後支部メンバー、
その社員の皆様、さらに船を出してくださったご友人

の方々の協力により、終始和やかで楽しい例会となった。
　当日は天候にも恵まれ、参加者は思い思いに釣りを
楽しんだ。帰港後、皆さんが口々に「楽しかった」と
笑顔で話されていたことが、今回の例会の充実ぶりを
物語っている。釣果も豊富で、参加者からは多くの写
真が寄せられたため、本号ではその一部をご紹介する。
　釣りの後は、参加者が釣り上げた魚をその場で調理
していただき、懇親会を開催した。新鮮な魚を囲みな
がらの交流は大いに盛り上がり、普段とは異なる環境
での親睦は、支部内のつながりをより深める貴重な機
会となった。
　時にはこのような形式の例会も大変有意義であり、
参加者からも好評をいただいた。今後も釣りに限らず、
親睦を深める例会を企画していきたいと考えている。
次回の企画にもぜひご期待いただきたい。

備後支部 5 月例会「釣り＆懇親例会」を開催

東　京

東　京

東　京

仙　台

東　京

東　京

島　根

－

印刷会館

印刷会館

印刷会館

教育研修委員会①
サステナビリティ・CSR委員会①
組織活性化委員会①
夢メッセ三役会
中国地区印刷協議会（上期）
全青協正副議長会議①

6

　
　
　月

7

　
　
　月

2日

常任理事会・拡大理事会
常設合同委員会
SOPTEC東北　～17日
夢メッセ三役会
常任役員会③
ペーパーサミットジャパン
MUDフェア

8日

16日
22日
23日
24日
25日

3日

19日

27日

【お願い】技能検定プリプレス職種 (ＤＴＰ作業 ) の　
受検者数の事前把握
　技能検定プリプレス職種 ( ＤＴＰ作業 ) の検定を今年
度も開催いたしますが、会場の設備等により１０名ぐら
いが限度と思われますので、あらかじめ組合員の皆さ
まに何人ぐらいのご応募があるのかアンケートを取る
ことといたしましたので、ご協力をよろしくお願いしま
す。受検予定の方は、下記 QR コードにアクセスして
必要事項を投入してください。投入された方に対して、
受検情報をご連絡させていただきます。

■「技能検定に関する事前受検アンケート」


